
　　様式２０

研究課題名

氏名

1．研究実施期間

2．収支の状況
（単位：円）

交付決定額
交付を受け

た額
利息等収入

額
収入額合計 執行額 未執行額 既返還額

65,000,000 65,000,000 0 65,000,000 65,000,000 0 0
19,500,000 19,500,000 0 19,500,000 19,500,000 0 0
84,500,000 84,500,000 0 84,500,000 84,500,000 0 0

3．執行額内訳
（単位：円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

物品費 68,197 35,618,120 10,167,674 0 45,853,991
旅費 0 1,000,450 1,566,050 0 2,566,500
謝金・人件費等 0 4,359,524 9,564,228 0 13,923,752
その他 0 1,051,716 1,604,041 0 2,655,757

68,197 42,029,810 22,901,993 0 65,000,000
0 7,055,172 12,444,828 0 19,500,000

68,197 49,084,982 35,346,821 0 84,500,000

4．主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性
能等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
Prominence 1 3,000,000 3,000,000 2011/5/20
LC-9210NEXT 1 4,866,750 4,866,750 2011/6/17
micrOTOF Ⅱ 1 23,415,000 23,415,000 2011/7/29
GC-2014 1 1,454,250 1,454,250 2012/2/21
Prominence 1 2,100,000 2,100,000 2012/7/31
Prominence 1 2,677,500 2,677,500 2012/12/27
FP-8500 1 3,230,850 3,230,850 2013/1/30

5．研究成果の概要

分光蛍光光度計 大阪大学

ﾘｻｲｸﾙ分取HPLC 大阪大学

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 大阪大学

絶縁油中に混入した有害なポリ塩化ビフェニル（PCB）をほぼ完全に除去・回収できる植物性吸着剤の開発に世界で初めて成
功した。また、食用油中に含まれる有害なトランス脂肪酸成分を効果的に除去できる植物性吸着剤の開発にも初めて成功し
た。ここで開発した吸着剤をカラムの中に充填し、その中を有害物質で汚染されたオイルが通るシステムを組むことで、これま
で困難と考えられてきた、オイル中の有害物質の安全かつ効率的な除去・回収が可能となり、我が国で大量に保管されている
PCB汚染絶縁油の大幅な削減、安全な食用油の供給が実現できる。また、これまで廃棄物として焼却されていたオイルの再
利用も可能となることから、温室効果ガス排出量の大幅な削減につながり、グリーン・イノベーションの推進に大きく貢献できる
と考えられる。

高速液体クロマトグラフ 大阪大学
高速液体クロマトグラフ 大阪大学

直接経費計
間接経費計
合計

物品名 設置研究機関名

高速液体クロマトグラフ 大阪大学

オイル中の有害物質を効率的に完全除去・回収できる革新的植物性吸着剤の開発

超高精度ESI-TOF　MSｼｽﾃﾑ 大阪大学

平成２３年２月１０日～平成２５年３月３１日

直接経費
間接経費
合計

費目

研究機関・
部局・職名

大阪大学・大学院工学研究科・准教授

木田　敏之

先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム）
実績報告書

本様式の内容は一般に公表されます
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先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

研究成果報告書 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

研究成果の概要 

（和文）： 

絶縁油中に混入した有害なポリ塩化ビフェニル（PCB）を完全に除去・回収できる植物性吸着剤の
開発に初めて成功した。また、食用油中に含まれる有害なトランス脂肪酸成分を効果的に除去で
きる植物性吸着剤の開発にも成功した。ここで開発した吸着剤をカラムの中に充填し、その中を
有害物質で汚染されたオイルが通るシステムを組むことで、これまで困難と考えられてきた、オイ
ル中の有害物質の安全かつ効率的な除去・回収が可能となり、我が国で大量に保管されている
PCB 汚染絶縁油の大幅な削減、安全な食用油の供給が実現できる。また、これまで廃棄物として
焼却されていたオイルの再利用も可能となることから、温室効果ガス排出量の大幅な削減につな
がり、グリーン・イノベーションの推進に大きく貢献できると考えられる。 

 

（英文）： 

The researcher succeeded in the development of vegetable adsorbents for the first time, which 
enable the complete removal and recovery of harmful polychlorinated biphenyls (PCBs) 
contaminated in insulating oils. In addition, he developed vegetable adsorbents by which the 
harmful trans-fatty acid components can be effectively removed from edible oils. By passing the 
contaminated oils through the column loaded with the vegetable adsorbents, safe and efficient 
removal and recovery of the harmful substances in the oils can be achieved. This purification 
process will lead to the large reduction of the PCB-contaminated oils and the supply of safe edible 
oils. Since this process also makes it possible to reuse the resulting purified oils that have been 
incinerated as wastes in the conventional treatment methods and thus, to reduce the emissions of 
green-house gas, it will greatly contribute to the promotion of green innovation. 

課題番号 GR067 

研究課題名 

（下段英語表記） 

オイル中の有害物質を効率的に完全除去・回収できる革新的植物性吸着

剤の開発 

Development of Innovative Vegetable Adsorbents for Efficient and Complete 

Removal and Recovery of Harmful Substances in Oils 

研究機関・部局・

職名 

（下段英語表記） 

大阪大学・工学研究科・准教授 

Osaka University, Graduate School of Engineering, associate professor 

氏名 

（下段英語表記） 

木田 敏之 

KIDA, Toshiyuki 
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1． 執行金額      84,500,000 円 

    （うち、直接経費 65,000,0000 円、 間接経費 19,500,000 円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２５年３月３１日 

 

3． 研究目的 

本研究では、オイル中に混入したポリ塩素化ビフェニル（PCB）やトランス脂肪酸などの有害物

質を効率的に完全除去・回収できる革新的な植物性吸着剤の開発を目的としている。PCB はコン

デンサや変圧器中の絶縁液体として広く用いられていたが、その毒性ならびに環境への高蓄積

性が明らかになり、我が国では 1972 年に使用が禁止された。しかし、微量の PCB 混入絶縁油は

現在もなお 50 万トン以上も未処理のまま保管されており、現行の処理法だけでは処理に膨大な

時間とエネルギーを要することが問題となっている。さらに地震等の自然災害による環境中への

PCB の漏洩が懸念されており、PCB を全廃できる処理技術の確立が急務となっている。一方、食

用として広く利用されている植物油を加工、精製、調理する時に生成するトランス脂肪酸が虚血

性心疾患のリスクを高めるなど、ヒトの健康に深刻な影響を及ぼすことが世界規模で問題となっ

ており、トランス脂肪酸を含む食品の使用を規制する国が増加している。このような背景のもと、

本研究者は、オイル中に混入した人体に有害な物質を効率的に除去できる吸着剤として、植物を

原料とする環状オリゴ糖‘シクロデキストリン（CD）’に注目した。CD は、そのサブナノメートルサイ

ズの空孔を利用して分子を識別（認識）することができる。この CD の分子認識能は、学術分野の

みならず、食品、医薬品、化粧品など工業的にも広く利用されてきたが、その分子認識の大半は

これまで水中で行われており、その一方で、オイル中を含めた非極性場での分子認識については

実現されていなかった。ところが最近、本研究者らにより、CD を適切に化学修飾した化合物が非

極性溶媒やオイル中でPCBやトランス脂肪酸と効果的に包接錯体を形成することが見出された。

本研究では、この革命的ともいえる本研究者らの発見をもとに、これまで困難と考えられてきた汚

染オイル中からの有害物質の完全除去・回収を実現できる革新的吸着剤の開発を目的とするも

のである。この吸着剤を用いることで、有害物質で汚染されたオイルの処理を迅速かつ省エネル

ギー的に行うことができるとともに、これまで廃棄物として焼却されていた、有害物質除去後のオ

イルを再利用することが可能となることから、温室効果ガス排出量の大幅な削減につながり、グリ

ーン・イノベーションの推進に大いに貢献できると考えられる。 

 

4． 研究計画・方法 

(1) 非極性場でのシクロデキストリン（CD）ホスト分子による分子認識化学の確立 

本研究者がこれまでに見出した知見に基づき、CD の水酸基を化学修飾した化合物の設計・合

成を行い、非極性溶媒中での分子認識能の検討を行う。塩素化芳香族化合物の他、種々のハロ

ゲン化芳香族化合物、ナフタレン、ピレンなどの無置換芳香族化合物、多不飽和脂肪酸などの直

鎖不飽和化合物、さらにシクロへキセン、アダマンタンなどの脂環式化合物に拡張し、非極性場で
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CD 誘導体による包接が可能なゲスト分子の構造的特徴を明らかにする。さらに、形成される包

接錯体の構造ならびに包接錯体形成のメカニズムを解明することで、非極性場での CD ホスト分

子による分子認識現象を統一的に理解し、‘非極性場での CD ホスト分子による分子認識化学’

の基礎を確立する。 

(2) 絶縁油中の PCB を効率的に完全除去・回収できる高性能吸着剤の開発 

PCB 吸着剤として期待される種々の CD 誘導体を設計・合成し、それらを吸着剤に用いて絶縁

油中の PCB に対する包接能（吸着能）を評価する。得られた結果を吸着剤の分子設計にフィード

バックさせることにより、絶縁油中に混入した PCB を効率的に完全除去できる高性能 PCB 吸着

剤を開発する。また、吸着された PCB を効率的に回収できる条件ならびに吸着剤の再利用可能

性についても検討する。PCB が吸着したシクロデキストリン誘導体をトルエン、アセトンなどの有

機溶剤で洗浄し、そこからの PCB 回収率を算出する。洗浄溶媒、洗浄温度などの回収時の条件を変

えて高効率回収のための最適条件を明らかにする。 

(3) 植物油中のトランス脂肪酸類を効率的に除去・回収できる高性能吸着剤の開発 

植物油中のトランス脂肪酸類の高効率除去に適した CD 誘導体を設計・合成し、トランス脂肪酸包接能

（吸着能）について検討する。吸着されたトランス脂肪酸類を効率的に回収できる最適条件についても検

討する。得られた結果を吸着剤の分子設計にフィードバックさせ、植物油中のトランス脂肪酸類を効率的

に除去・回収できる高性能トランス脂肪酸吸着剤を開発する。 

 

5． 研究成果・波及効果 

(1) 非極性場でのシクロデキストリン（CD）ホスト分子による分子認識化学の確立 

非極性場でのシクロデキストリン（CD）ホスト分子による分子認識現象を解明するために、CD

ホスト分子として 6 位水酸基を tert-ブチルジメチルシリル化あるいはトリイソプロピルシリル化した

-CD を、ゲスト分子には種々の芳香族化合物、直鎖不飽和化合物、脂環式化合物を用いて、ベ

ンゼン、シクロヘキサン、n-ヘキサンなどの非極性溶媒中での包接錯体形成について検討を行っ

た（図 1）。その結果、ハロゲン化ベンゼン、ピレン、ナフタレンなどの芳香族化合物とこれらの CD

ホスト分子間で顕著な包接錯体形成が観測されたが、直鎖不飽和化合物や脂環式化合物との間

では包接錯体形成がほとんど認められなかった。このことから、非極性溶媒中でのCDホスト分子

との包接錯体形成には、ゲスト分子が芳香環とともに CD の空孔サイズに適合する大きさを持つ

ことが重要であること

がわかった。特に、ト

リイソプロピルシリル

化-CD は非極性溶

媒中でピレンと安定

な 2:1 の包接錯体を

形成し、シクロヘキサ

ン中では、従来の水

＋
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図 1. 非極性溶媒中でのシクロデキストリンホスト分子とゲスト分子間
の包接錯体形成の模式図．  
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中での-CD―ピレン間の会合定数よりも 100 倍以上高い会合定数を示した。また、用いる非極

性溶媒の種類によりゲスト分子選択性が変化することもわかった。例えば，tert-ブチルジメチルシ

リル化-CD はベンゼン中では 1,2-ジクロロベンゼンよりも 1,3-ジクロロベンゼンに対し高い包接

選択性を示したのに対し，シクロヘキサン中では逆の包接選択性を示した。ここで形成された

種々の包接錯体の構造を二次元 NMR スペクトルにより検討したところ、用いる溶媒の種類によっ

てゲスト包接のモードが大きく異なり、ゲスト分子と溶媒分子との相互作用が包接錯体形成に関

与していることが明らかになった。ベンゼン中で形成されたトリイソプロピルシリル化-CD とピレン

間での2:1包接錯体の単結晶Ｘ線構造解析にも成功した（図2）。これは非極性溶媒中で形成され

た CD 包接錯体の単結晶Ｘ線構造解析の最初の例である。この包接錯体では、トリイソプロピル

シリル化-CD の head-to-head 型二量体の空孔の真ん中に，２つのベンゼン分子に挟まれたピ

レン分子が取り込まれており，非極性溶媒中での CD による包接にはゲスト分子と溶媒との相互

作用が関与していることが確認された。ま

た、トリイソプロピルシリル化-CD は、シク

ロヘキサン溶媒中で 1-(1-ナフチル)エチル

アミンに対し非常に高いキラル識別能（キ

ラル選択性： S 体/R 体＞40）を示し、非極

性溶媒と-CD 誘導体の組み合わせがキ

ラル分子識別に有効であることを明らかに

した。この高いキラル識別能を利用するこ

とで、1-(1-ナフチル)エチルアミンのエナン

チオ選択的アシル化にも成功した。このよ

うに、非極性場での CD ホスト分子による

分子認識現象を解明し、‘非極性場での

CD による分子認識化学’の基礎を確立した。本研究成果は、CD ホスト分子に適用できる分子認

識の場が従来の水系から非極性溶媒系へと大きく拡大できることを示しており、分子認識化学、

超分子化学、分離・分析化学、合成化学など関連研究分野の進展のみならず食品、医薬品、化

粧品工業の発展にも貢献できると考える。 

（2） 絶縁油中の PCB を効率的に完全除去・回収できる高性能吸着剤の開発  

-CD を種々の架橋剤と反応させてポリマーを合成し、絶縁油中のポリ塩化ビフェニル（PCB）に

対する吸着除去能について検討した結果、-CD とテレフタル酸ジクロライド（モル比 1:8）の反応

により得られたポリマーが絶縁油中の PCB に対して高い吸着除去能を示すことがわかった。この

-CD ポリマーを吸着剤に用いることで 100 ppm の PCB が混入した絶縁油中から PCB を完全

に除去できることがわかった（除去効率 99.9999%以上）。吸着された PCB はアセトンなどの有機

溶媒で洗浄することで定量的に回収でき、-CD ポリマーは性能の低下なく 10 回以上再利用でき

ることが明らかになった（図３）。また、-CD の代わりに、より安価な-CD をテレフタル酸ジクロラ

イドで架橋して得られる-CD ポリマーを用いた時も、絶縁油中の PCB を完全に除去することがで

ピレン

ベンゼン

TIPS--CD

ベンゼン

ピレン

ベンゼン

TIPS--CD

ベンゼン

 
図 2. ベンゼン中で形成されたトリイソプロピル
シリル化-CD (TIPS--CD)―ピレン包接錯体の単
結晶 X線構造解析図． 
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きた。さらに、この結果をもと

に分子設計したメチル化

-CD ポリマーを吸着剤に用

いた場合も、PCB 混入油から

PCB を完全に除去することが

できた。吸着された PCB は、

有機溶媒で洗浄することで収

率良く回収でき、より低コスト

で簡便に合成できる実用的な

PCB 吸着剤を開発することに

成功した。 

（3） 植物油中のトランス脂肪

酸類を効率的に除去・回収で

きる高性能吸着剤の開発 

2,6 位の水酸基をメチル化した-CD（Me--CD）が、植物油中

のトランス脂肪酸エステルに対して選択的除去能を示すことを見

出した。Me--CD はエライジン酸エステル（トランス脂肪酸エス

テル）と head-to-tail 型配列で 2:1 の包接錯体を形成し（図 4）、

この包接錯体の高い安定性がトランス選択性発現に関与してい

ることを明らかにした。Me--CD に吸着されたトランス脂肪酸エ

ステルは有機溶媒で洗浄することで収率良く回収でき、植物油中

のトランス脂肪酸エステルを選択的に除去・回収できる植物性吸着剤

の開発に成功した。 

 

以上のように、本研究では、非極性場でのシクロデキストリン

（CD）による分子認識化学の基礎を確立するとともに、そこで得

られた知見を用いて、絶縁油中に混入した PCB を効率的に完全

除去・回収できる高性能 PCB 吸着剤の開発に成功した。また、

植物油中のトランス脂肪酸エステルを効率的に除去・回収できる吸着剤の開発にも成功した。以

上のことから、当初の研究目的をほぼ達成できたといえる。 

ここで開発した吸着剤をカラムの中に充填し、その中を有害物質で汚染されたオイルが通るシ

ステムを組むことで、これまで困難と考えられてきた、オイル中の有害物質の安全かつ効率的な

除去・回収が可能となり、我が国で大量に保管されている PCB 汚染絶縁油の大幅な削減、安全

な食用油の供給が実現できる。また、これまで廃棄物として焼却されていたオイルの再利用も可

能となることから、温室効果ガス排出量の大幅な削減につながり、グリーン・イノベーションの推進

に大きく貢献できると考えられる。 

エライジン酸メチル

Me--CD

エライジン酸メチル

Me--CD

 
図 4. 2,6-O-ジメチル化 -CD 
(Me--CD)とエライジン酸メチ
ルとの包接錯体の単結晶X線構
造解析図. 

洗浄

PCB回収

PCB

PCB汚染油

吸着

脱着

リサイクル

PCBを吸着した シクロ
デキストリンポリマー

無害化油

シクロデキストリン
ポリマー

 

図 3. シクロデキストリン（CD）ポリマーを用いた汚染油中の

PCB 除去・回収と CD ポリマーリサイクルの模式図． 
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Spectrometry  Conference, Kyoto (Japan), September 20, 2012 ， International Mass 

Spectrometry Foundation. 

45. Toshiyuki Kida, Kenta Kondo, and Mitsuru Akashi, ‘Nanotube Formation through the 

One-Dimensional Fusion of Nanocapsules Composed of Polymer Thin Films,’ World Congress 

on Oleo Science & 29th ISF Congress, Nagasaki (Japan), October 2, 2012, The Japan Oil 

Chemists’ Society. 

46. 濱田充代，樋上友亮，木田敏之，明石 満，「-シクロデキストリン誘導体による非極性溶媒

中のトランス脂肪酸の選択的除去」，日本化学会第 93 春季年会，立命館大学びわこ・くさつキ

ャンパス，2013 年 3 月 22 日～25 日，日本化学会． 

47. 小亀千鶴，木田敏之，明石 満，「非極性溶媒中でのシクロデキストリン二量体と多環芳香族

化合物間での包接錯体形成挙動」，日本化学会第 93 春季年会，立命館大学びわこ・くさつキ

ャンパス，2013 年 3 月 22 日～25 日，日本化学会． 

48. 浅原時泰，岩本拓也，樋上友亮，木田敏之，明石 満，「シクロデキストリン超分子カプセルに

よる非極性溶媒中でのアリールアミンの速度論的光学分割」，日本化学会第 93 春季年会，立

命館大学びわこ・くさつキャンパス，2013 年 3 月 22 日～25 日，日本化学会． 

 

一般向け 計２件 

1. 木 田 敏之，緊急 ・特別 プログラム＜原発被 災 に取 り組む日 本の最先端 高 分子 科学

技 術 ＞「有 機 系 吸 着 剤 を用 いての汚 染 水 中 の放 射 性 物 質 除 去 」，大 阪 国 際 会 議

場，2011 年 5 月 25 日，高分子学会． 

2. 木田敏之，「界面活性剤の構造と機能」，日本油化学会フレッシュマンセミナーOSAKA(2012)，
大阪市立工業研究所，2012 年 5 月 24 日～25 日，日本油化学会関西支部． 
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図 書 

 

計１件 

1. Takeshi Serizawa, Mitsuru Akashi, Michiya Matsusaki, Hiroharu Ajiro, and Toshiyuki Kida, LbL 
Assemblies Using van der Waals or Affinity Interactions and Their Applications, ‘Multilayer 
Thin Films 2nd Edition’ (G. Decher and J. B. Schlenoff Eds.), Wiley-VCH Verlag & Co. KGaA, 
Weinheim, 2012, 99-129. 

 

産業財産権 

出 願 ・ 取 得

状況 

 

計１０件 

（取得済み） 計０件 

 

（出願中） 計１０件 

1. 名称： 放射性物質汚染土壌の分級により発生した汚染シルトの除染方法 

発明者： 明石 満，木田敏之，加藤栄一，野口祐樹 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-286700 

出願年月日： 2012 年 12 月 27 日 

国内・外国の別： 国内 

2. 名称： シクロデキストリン担持ポリマーからなる有機フッ素系化合物吸着剤 

発明者： 明石 満，木田敏之，足達健二，倉光正起 

権利者： 国立大学法人大阪大学，ダイキン工業株式会社 

種類番号： 特願 2012-268600 

出願年月日： 2012 年 12 月 7 日 

国内・外国の別： 国内 

3. 名称： シクロデキストリンポリマーを用いた残留性有機汚染物質の選択固着方法 

発明者： 明石 満，木田敏之，中野 武，加藤栄一，宮脇和博，福田泰教 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-152416 

出願年月日： 2012 年 7 月 6 日 

国内・外国の別： 国内 

4. 名称： 媒体に含有されるハロゲン化芳香族化合物の選択的固着剤及び選択固着方法 

発明者： 明石 満，木田敏之，川野真太郎，加藤栄一，宮脇和博 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-105307 

出願年月日： 2012 年 5 月 2 日 

国内・外国の別： 国内 

5. 名称： 遠心分離法を用いたハロゲン化芳香族化合物の選択固着方法 

発明者： 明石 満，木田敏之，友田英幸，加藤栄一，宮脇和博，福田泰教 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-080432 

出願年月日： 2012 年 3 月 30 日 

国内・外国の別： 国内 

6. 名称： 放射能汚染物質洗浄剤および放射能汚染物質の洗浄方法 

発明者： 明石 満，木田敏之，加藤栄一，野口祐樹 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-042970 

出願年月日： 2012 年 2 月 29 日 

国内・外国の別： 国内 

7.  名称： 放射性物質吸着除去材料 

発明者： 明石 満，木田敏之，加藤栄一，野口祐樹 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2012-041913 

出願年月日： 2012 年 2 月 29 日 

国内・外国の別： 国内 

8.  名称： 放射性物質吸着除去材料 

発明者： 明石 満，木田敏之，加藤栄一，野口祐樹 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 
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種類番号： 特願 2011-289619 

出願年月日： 2011 年 12 月 28 日 

国内・外国の別： 国内 

9.  名 称 ： シリカ含 有 シクロデキストリンポリマーを利 用 して媒 体 に含 有 されるハロゲン

化芳香族化合物を選択的に吸着除去する方法 

発明者： 加藤栄一，宮脇和博，野口祐樹，明石 満，木田敏之 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2011-099613 

出願年月日： 2011 年 4 月 27 日 

国内・外国の別： 国内 

10. 名称： シクロデキストリンポリマーの製造方法ならびにこれを利用して媒体に含有さ

れるハロゲン化芳香族化合物を選択的に吸着除去する方法 

発明者： 加藤栄一，宮脇和博，明石 満，木田敏之 

権利者： 国立大学法人大阪大学，株式会社ネオス 

種類番号： 特願 2011-099607 

出願年月日： 2011 年 4 月 27 日 

国内・外国の別： 国内 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 

大阪大学・最先端・次世代研究開発支援プログラム 

http://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/program_next 

大阪大学大型教育研究プロジェクト支援室・最先端・次世代研究開発支援プログラム 

http://www.lserp.osaka-u.ac.jp/index_jisedai.html 

研究者・最先端・次世代研究開発支援プログラム 

http://www.lserp.osaka-u.ac.jp/jisedai2010/toshiyuki_kida/index.html 

国民との科

学 ･ 技 術 対

話の実施状

況 

１． サイエンスカフェ 

 標題：有害を無害に変える植物の力・化学の力 

実施日：平成 23 年 10 月 7 日 

 場所：アートエリアＢ１（京阪電車中之島線「なにわ橋駅」地下 1 階コンコース） 

 対象者：一般の方々 

 参加者数：40 名 

 内容：本最先端・次世代研究開発支援プログラムで取り組んでいる「オイル中に含まれるポリ

 塩化ビフェニルやトランス脂肪酸などの有害物質を効果的に除去・回収できる植物性吸着剤

 の開発」の研究内容について、「サイエンスカフェ」形式で、科学を専門としない一般の方々に

 分かり易く解説した。 

２． 高分子学会６０周年記念展示会（一般公開）での展示 

  標題：NEXT 大阪大学・木田プロジェクト 

  実施日：平成 24 年 5 月 28～30 日 

  場所：パシフィコ横浜会議センター301+302 

  対象者：一般の方々＋第 61 回高分子学会年次大会参加者 

  参加者数：延約 18,000 名 

 内容：展示ブース１つを借りて、本事業で取り組んでいる「オイル中に含まれるポリ塩化ビフェ

 ニルやトランス脂肪酸などの有害物質を効果的に除去・回収できる植物性吸着剤の開発」の

 研究内容に関する展示を行い、本展示ブースへの来訪者（科学を専門としない一般の方々を

 含む）に分かり易く解説した。 

３． 大阪大学×大阪ガス「アカデミクッキング」での講演 

  標題：油とつきあう化学の力～毒を除去する不思議なドーナツ?! 

  実施日：平成 25 年 1 月 29 日 

  場所：大阪ガスクッキングスクール千里（北大阪急行「千里中央駅」下車すぐ） 

 対象者：一般の方々 

 参加者数：21 名 
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 内容：本事業で取り組んでいる「オイル中に含まれるポリ塩化ビフェニルやトランス脂肪酸など

 の有害物質を効果的に除去・回収できる植物性吸着剤の開発」の研究内容について、科学を

 専門としない一般の方々に分かり易く解説した。 

新 聞 ･ 一 般

雑誌等掲載 

計２件 

１．阪大ニューズレター，2011 年 3 月，pp.9-10，「PCB 分離濃縮で環境に貢献」，に掲載 

 http://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/publicrelation/newsletter/files/nl51.pdf 

２．フジサンケイ ビジネスアイ，2011 年 8 月 29 日刊 10 面，｢放射性物質除去へ日本の研究者が

 集結｣，に掲載． 

 

その他  

 

 

7． その他特記事項 

本事業で雇用した２人の博士研究員を、事業完了後、高知工科大学助教（常勤）、大阪市立工

業研究所研究員（常勤）として正規のポストに就職させた。 

 

 


